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基本の解説と問題 

  中学社会 公民的分野  人権と憲法   

３．基本的人権(1) 

平等権・自由権 

【担当講師】 
秀 浦  り き 



  １ 基本的人権と公共の福祉 

侵すことのできない (11条） 

(12条） で保持しなければならない。 

・ 

・ 

のためにこれを利用する権利を負う 
(12条） （＝社会全体の利益） 

（12条） 

 この憲法が国民に保障する自由及び権利は､国民の         によ 

って､これを保持しなければならない。又､国民は､これを濫用してはならな 

いのであって､常に         のためにこれを利用する責任を負ふ。  

他の人の人権を侵害してはならないという制限 
↑ 
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                         又､国民は､これを濫用してはならな 

いのであって､常に         のためにこれを利用する責任を負ふ。  

  １ 基本的人権と公共の福祉 

侵すことのできない 永久の権利 (11条） 

(12条） 不断の努力 で保持しなければならない。 

・ 

・ 
基本的人権 

公共の福祉 のために利用する責任を負う 
(12条） 

（12条） 

 この憲法が国民に保障する自由及び権利は､国民の         によ 

って､これを保持しなければならない。 

不断の努力 

公共の福祉 

他の人の人権を侵害してはならないという制限 
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（社会全体の利益） ＝
 

例） 

・職業選択の自由 

⇒無免許での医療行為 X 

・言論の自由 

⇒夜中に大声でさわぐ X 




